
付
録
一

翻
刻

『
稲
葉

佳
景

無
駄
安
留
記
』
高
草
郡
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一
、
私
に
句
点
、
濁
点
を
加
え
る
。
原
本
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
濁
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
そ
れ

ら
と
の
区
別
は
し
な
い
。

一
、
漢
字
・
仮
名
と
も
、
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
字
体
に
統
一
す
る
。

一
、
文
字
の
大
小
の
比
率
、
配
置
は
原
本
と
異
な
る
。

一
、
改
行
は
原
本
の
ま
ま
と
す
る
。

一
、
絵
と
そ
の
題
を
四
角
の
枠
内
に
掲
げ
る
。
配
列
は
原
本
に
従
う
。
絵
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い

る
説
明
の
う
ち
の
主
な
も
の
も
枠
内
に
記
す
。
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浦
人
の
網
引
す
る
を
視
て

今
日
も
又
鰯
を
と
り
が
嶋
か
け
て

霞
の
網
を
は
る
の
夕
な
ぎ

　
隠
岐
嶋
　
　
元
弘
の
帝
密
に
忍
び
し
鯗
積
舟
ニ
テ
伯
州
御
来
屋
ニ
還
幸
し
玉
ふ
跡
。

行
幸
せ
し
を
き
の
島
ね
も
ほ
し
か
積

船
も
霞
の
立
か
く
し
け
り

同
　
徳
尾
森
　
　
近
県
比
な
き
森
な
り
。
老
た
る
松
柏
の
木
々
い
く
そ
ば
く

の
星
霜
を
経
た
る
や
ら
む
。
落
葉
積
て
蔭
々
た
る
中
に
郭
公
を
聞
。

瓜
畠
も
程
近
け
れ
ば
沓
手
鳥

ち
を
は
く
と
て
も
ぬ
ぐ
こ
と
な
せ
そ

高
草
郡

　【
下
巻
】

高
草
郡
　
安
長
嵐
ヶ
鼻
　
今
雁
津
と
云
。
　
徳
吉
昔
ハ
鶴
田
ト

云
邨
。

あ
し
引
の
嵐
が
は
な
は
名
の
み
に
て
ふ
り
敷
も
の
は
雪
計
な
り

同
　
岩
室
神
社
　
　
大
巌
田
圃
の
中
に
在
。
南
の
下
に
小
祠
を
建
て

祭
る
。
是
吉
山
邑
の
氏
神
な
り
。
嘉
永
の
頃
　
民
屋
を
置
岩
室
村
と

い
ふ
。
此
岩
に
登
れ
ば
一
郡
の
風
景
最
よ
し
。

さ
ゞ
れ
石
の
む
か
し
よ
り
な
を
う
ご
き
な
き

国
を
ま
も
る
と
岩
室
の
神

同
　
加
路
浦
　
吉
備
大
臣
廟

社
頭
松
樹
塩
風
に
馴
て
曲
折
て
最
面
白
し
。
此
地
砂
山
に
し
て
袋

千
代
の
両
川
の
港
口
に
て
常
に
商
舶
岸
を
あ
ら
そ
ふ
。
尤
繁
昌
の
地
。

社
頭
の
遠
望
海
上
の
白
帆
雲
井
の
よ
そ
に
し
て
隠
岐
の
二
嶋
は

天
際
に
霞
み
或
ハ
礒
に
網
引
き
す
る
浦
人
の
か
れ
声
口
ば
か
り
動
き
嶋

根
に
か
づ
き
す
る
海
士
ハ
浪
に
入
て
黒
く
東
の
沙
漠
は
風
ふ
い
て
白
し
。

八
町
沖
に
鳥
が
嶋
。
　
此
嶋
頂
に
戎
祠
あ
り
。
東
の
巉
岩
を
立
テ

烏
帽

子
と
名
づ
く
。
峻
し
き
岩
な
り
。

ぬ
か
づ
け
る
き
ね
に
問
ば
や
汐
風
に

幾
世
な
れ
て
は
か
ら
か
ろ
の
宮

岩
室
村

【
下
二
表
】

徳
尾
森
武
王
大
明
神

加
路
浦
鳥
が

嶋

加
路
川 

　
東
漸
寺 
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松
原
夜
雨
　
夜
の
雨
は
芦
の
音
づ
れ
ば
か
り
に
て

人
ま
つ
原
の
里
ぞ
し
づ
け
き

高
住
夕
照
　
高
す
み
や
夕
日
に
浪
は
染
な
が
ら

そ
ま
ら
で
青
き
嶋
が
ね
の
松

布
施
晴
嵐
　
雲
を
な
す
あ
ぢ
む
ら
ま
で
も
逃
て
鳧

け
ふ
つ
は
も
の
を
ふ
せ
の
嵐
に

湖
山
秋
月
　
小
山
田
の
濁
に
し
ま
ぬ
か
げ
見
え
て

湖
遠
く
す
み
わ
た
る
月

こ
の
小
山
邑
に
鰻

ウ
ナ
ギ

の
蒲カ

バ

焼
名
物
。
其
外
糠ヌ

カ

蝦ヱ
ビ

小
雑ザ

コ魚
白
魚
あ
ま
さ
ぎ

池
魚
数
多
産
す
。

薯ヤ
マ
イ
モ蕷

の
む
か
し
は
い
ざ
や
穴
う
な
ぎ

と
ろ
ゝ
と
す
れ
ば
す
べ
り
ぬ
る

く

同
大
寺
屋
　
　
伯
州
街
道
な
り
。
茶
屋
あ
り
。

大
寺
屋
迄
行
馬
士
の
う
な
づ
け
ば

馬
も
を
が
み
を
た
れ
て
こ
そ
ゆ
け

同
猫
薬
師
　
　
徃
昔
産ウ

ブ
ミ見
長
者
の
飼カ

イ

猫
な
り
と
。
今
弐小

山

村
草
に

安
ず
。
猫
の
こ
と
を
祈
て
験
あ
り
と
。
奇
な
り
。

盆
は
ま
た
里
の
童
と
打
連
て

む
か
し
お
ぼ
え
の
猫
躍ヲ

ド
リせ

む

同
　
産ウ

ブ
ミ見
長
者
屋
敷
　

伏
野

ト
モ   

今
湖
水
ハ
是
長
者
か
千
町
田
な
り
し
由
里
俗

口
碑

屋
根
石
沙
中
に
う
づ
た
か
く
庭
松
と
て
在
し
も
今
ハ
枯
た
る
址
も
な
し
。

同
　
湖
山
邑
　
　
霞
カ
ス
ミ

ノ
郷サ

ト

和
泉
式
部
胞ヱ

ナ衣
塚ヅ

カ

銘
曰

日
月
逝
矣
　
千
載
誰
友
　
春
霞
一
円
　
徳
音
不
朽
　
　
安
倍
恭
庵
建
之

同
　
産
湯
井
戸
よ
り
嘉
永
の
頃
金
簪
を
鑿
出
ス
ト
云
。

同
　
春
来
て
は
花
の
都
を
見
て
も
尚
霞
の
里
の
名
残
を
ぞ
思
ふ

里
の
名
の
霞
を
出
し
鶯
の

初
音
は
花
の
都
に
ぞ
聞

是
地
湖
水
の
風
景
最
勝
の
境
。
新
古
の
川
水
左
右
に
流
れ
向
ハ
野
崎ザ

キ

の
小

松
数
万
叢
生
砂
漠
ニ

は
ら
ば
ひ
て
左
ハ
布
施
の
天
神
山
山
王
の
社
村ム

ラ落
飯
の

嶋
荒
田
高
住
不
動
ヶ
崎
。
青
嶋
の
松
ハ
そ
れ
か
あ
ら
む
か
と
ば
か
り
。
湖
水

彼
方
ハ
矢
山
の
峯
。
三
津
狭
間
の
団
子
嶋
粒
嶋
ハ
な
か

く
咽
を
通
し

が
た
く
龍
ヶ
崎
ハ
名
よ
り
も
深
く
鵜
嶋
ハ
水
際
に
白
く
野
嶋
猫
嶋
ハ
ね

よ
げ
に
見
ゆ
。
漁
舟
ハ
波
に
浮
沈
て
危
く
田
夫
は
畦
に
煙
草
の
む
で
や
す

し
。
鴻
雁
は
芦ア

シ
マ間
に
浮
て
遊
び
魚
鼈
ハ
浪
に
沈

シ
ヅ
ミ
て
楽
む
。
実
に
湖
水

の
眺
望
は
秀
逸
無
双
と
い
ひ
つ
べ
し
。

湖
上
八
勝

野
崎
落
雁
　
群
松
の
そ
の
琴コ

ト

ヂ柱
か
と
見
る
計

野
ざ
き
に
連ツ

レ

て
落
る
雁
か
ね

矢
山
暮
雪
　
武
士
の
矢
山
の
雪
の
夕
暮
れ
は

弓
と
た
は
め
る
礒イ

ソ

の
枯
あ
し

三
津
帰
帆
　
沖
つ
風
い
た
く
吹
ら
ん
山
蜂
の

三
津
の
浦
は
に
帰
る
釣
ふ
ね

福
井
晩
鐘
　
山
風
の
ふ
く
ゐ
の
寺
の
入
相
に

礒
う
つ
浪
の
花
や
散
ら
む
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同
　
鐘
ヶ
崎
　
是
徃
古
溝
口
本
願
寺
へ
遺
し
鐘
の
上
る
所
な
り
と
。

此
鐘
今
尚
寺
町
本
願
寺
の
什
物
と
。本
願
寺
ハ
小
山

に
在
し
旧
寺
。

此
さ
き
に
寄
せ
て
鯨
の
吠ホ

ヱ

る
こ
そ

昔
の
鐘
の
ゆ
か
り
な
る
ら
む

同
　
�

ス
ク
モ

塚
　
　
是
産
見
の
長
が
す
く
も
を
積
し
址
な
り
と
。
海
辺
に
う

づ
高タ

カ

く
小
松
生
た
り
。

亦
是
小
山
と
加
路
と
の
半
途
沙
漠
の
窪
た
る
所
を
長
者
屋
敷

と
も
い
え
る
よ
し
。

庭
松
の
枯カ

レ

し
址ア

ト

さ
へ
白
砂
に

う
も
れ
て
も
名
は
高
き
屋
ね
石

是
和
銅
年
間
の
長
者
ニ

而
代
々
此
辺
数
処
ニ

邸
ア
リ
。

同
　
伏
野
邑
　
　
洗セ

ン
ダ
ク濯

島
　
沖
に
在
。

打
寄
る
波
に
洗
ふ
て
礒
草
の

の
り
つ
け
て
ほ
す
せ
む
だ
く
の
し
ま

同
　
内
海
邑
　
　
白
兎ト

大
明
神

徃
古
是
郡
を
竹
ノ

郡
と
称
し
て
篁

タ
カ
ム
ラあ
ま
た
な
り
し
由
。
口

イ
ヒ
ナ
ラ
ハ
シ
碑
に
上

世
白
兎
竹
林
流
に
隷ツ

イ

て
海
中
に
漂
ふ
。漸

ヤ
ウ
ヤ
く
隠ヲ

キ岐
に
止
る
。白
兎
鰐ワ

ニ

等
と
我

党ト
ウ

の
多
少
を
争
論
し
て
終
に
鰐
を
連
せ
て
其
数
を
か
ず
え
る
に

託コ
ト
ヨ
セし
て
謀

ハ
カ
リ
て
上
陸
す
。
鰐
憤イ

カ
リ怒
し
て
噛カ

ミ

つ
く
。
皮
を
裂ハ

ガ

れ
て
命
を

全
く
す
。
後
神
教
を
得
て
津
波
奈
と
い
ふ
草ク

サ

を
つ
け
て
愈
る
。
今
俗

痘
瘡
の
神
と
祈
る
も
此
故
歟
。

霞
ノ
里
胞
衣
塚

　
湖
上
眺
望 

和
泉
式
部
者
越
前
守

雅
輔
ガ
女
也
。
和
泉
守

道
貞
ガ
妻
。
頼
而
呼

和
泉
式
部
ト
。

此
地
ヲ
今
井
戸
ト
云
。

湖
上
八
勝

其
二

高
住
不
動
ヶ
崎

伏
野
洗
濯
嶋
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高
草
郡

同
　
長ハ

セ谷
邑
　
　
建
石
　
　
長
谷
寺
の
途
右
の
方
牆
下
に
あ
り
。
是
徃ム

カ
シ古
ヨ
リ

犬
塚
な
る
よ
し
。
大
石
な
り
。
十
五
六
尺
も
あ
ら
ん
か
。

今
も
こ
の
塚
の
あ
た
り
は
犬イ

ヌ
タ
デ蓼

の
ほ
え
か
ゝ
り
ぬ
る
露
を
見
る
哉

同
　
　
長
谷
寺
観
音
　
　
毎
年
正
月
会
式
。
参
詣
多
し
。

浅
間
し
や
我
身
忘
れ
て
福
引
の

慾
と
ふ
た
り
で
は
せ
ま
い
る
な
り

同
邑
孝
子
多
十
良
娘
す
ゑ
　
　
安
政
六
　
御
蔵
米
　
頂
戴
。

米
を
数
多
下
さ
る
こ
そ
は
渓
水
の

酒
よ
り
深
き
御
恵
な
り

同
　
横
枕
薬
王
菩
薩
　
　
医
王
山
朝
日
寺

徃
古
　
池
な
り
し
に
や
土
中
よ
り
掘
出
す
。
安
産
を
守
り
給
ふ
。
会

式
に
は
群
参
す
。

横
枕
し
て
待
ほ
ど
に
村
雲
の

は
ら
め
る
月
も
生
れ
出
け
り

行
平
卿
任
国
時
に
こ
の
本
尊
薬
師
仏
ハ
古
海
の
底
よ
り
出
現
な
り
。

同
　
菖
蒲
村
　
　
座
光
寺
　
　
是
京
師
因
幡
薬
師
の
址
な
り
。

此
山
独
孤
に
し
て
南
の
山
釣
の
山
な
り
。
是
中
納
言
在原

行
平
の
故

事
な
り
。
亦
峯
に
古
松
あ
り
。
橘
行
平
植
た
ま
ふ
。
い
さ
り
松
と
云
々

。

高
草
郡
拾
遺
ナ
リ
。

同
布
施
天
神
山
城
拾
遺
山
名
伊
豆
守
時
氏
光
明
院
帝
御
宇
当
国

守
護
ト
而
在
城
。
後
十
四
代
ニ

テ
天
正
年
間
為
メ
ニ二
豊
公
ノ一
没
落
。
此
城

今
ハ
田
圃
中
な
れ
共
其
頃
ハ
堀
深
ク
要
害
の
地
な
り
。
先
年
田
を

深
く
穿
し
に
此
堀
跡
に
騎
馬
の
貌
歩
卒
の
斃タ

ヲ

れ
た
る
形
見
へ

し
由
。
今
田
中
の
路
を
天
満
縄
手
と
云
も
昔
の
遺
名
な
り
。

同
山
王
祠
　
是
山
名
氏
鎮
主
の
神
な
り
。
山
上
広
平
ニ

て
毎
年
四
月

十
五
日
祭
式
賑
し
。
近
年
ハ
殊
に
群
参
。

高
草
郡

同
　
三
熊
埜
権
現
　
　
此
山
中
総
て
材
木
形
ノ

石
を
積ツ

ン

だ
る
な
り
。
是
上

代
諸
神
此
礒
　
　
よ
り
隠
岐
江
石
橋
を
か
け
わ
た
る
べ
き
巧
な
り

と
ぞ
。
社
ハ
老
樹
茂
た
る
半
腹
蕭

シ
ヤ
ウ

然
た
る
社
頭
な
り
。
奇
妙
の
岩
也
。

岩
は
し
や
神
の
巧
を
年
経
て
も

忘
れ
ず
渉
す
春
霞
か
な

【
下
一
七
表
】

【
下
二
七
裏
】

吉
岡
村

　
竜
泉
寺

　
　
　
堂
前

湖
上
眺
望
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石
垣
の
形
残
れ
り
。
内
室
の
墳
墓
あ
り
。

つ
ゞ
ら
尾
や
な
ど
か
ひ
な
く
も
い
に
し
へ
の

君
を
覆
ふ
て
隠
さ
ゞ
り
け
る

同
　
吉
岡
温
泉
　
　
　
屋
敷
谷
と
云
ふ
長
者
あ
り
。
其
娘
な
る
者
重
病
に
依

同
郡
菖
蒲
座
光
寺
薬
師
仏
を
祈
る
。
夢
想
に
頼
り
て
柳
の

下
の
薬
師
仏
を
掘
出
す
。
其
所
よ
り
温
泉
涌
出
た
り
。
于
今

其
株
よ
り
湯
涌
出
る
。
是
何
れ
の
世
な
る
哉
。
当
邑
氏
神
ハ

新
宮
大
明
神
と
て
箕
上
山
の
下
に
祭
る
。
又
昔
牛
を
索ヒ

イ

て

通
り
し
に
此
湯
壺
の
処
ニ
て
痛
た
る
足
を
入
て
不
動
。終
に
全
快
す
る
と
。

同
　
釣
ノ

山
吉
祥
寺
　
　
禅
宗
　
是
橘
蔵
人
行
平
釣
シ
玉
ウ
跡
な
り
。

菖
蒲
座
光
寺
の
東
隣
。
小
山
な
り
。
此
辺
総
て
入
海
な
り
し
故
に

今
も
古
海
の
称
あ
り
。
此
寺
大
夫
和
田
氏
よ
り
扶
持
す
る
由
。

是
地
徃
古
海
辺
な
り
し
由
。
故
に
古
海
の
称
あ
り
。
風
景
秀
逸

な
り
。

植
し
其
君
も
し
た
は
ゞ
い
ざ
り
松

い
つ
ま
で
峯
に
留
主
居
が
ほ
な
る

同
多
地
見
峠
　
　
松
樹
蔭
々
と
し
て
物
す
ご
し
。
徃
古
ハ
阿ヲ

ト
ン頓

女
郎

と
て
老
狐
旅
人
を
迷
せ
し
由
。
今
も
気ケ

ウ
ト疎

か
り
け
る
山
路
な
り
。

化
さ
れ
て
お
と
む
女
良
と
木
の
根
を
ば

ま
く
ら
な
と
こ
で
遊
ぶ
お
か
し
さ

同
　
大
塚
　
　
吉
岡
将
監
の
一
族
の
古
墳
。
五
輪
山
下
田
の
辺
に
在
。

古
塚
の
昔
を
と
へ
ば
秋
風
に

た
ゝ
か
ひ
負
て
ふ
せ
る
穂
す
ゝ
き

同
　
吉
岡
箕
上
山
　
　
天
正
年
間
吉
岡
将
監
城
址

氏
神
前
よ
り
右
に
徃
て
登
こ
と
凡
廿
町
余
。
こ
の
幽
谷
に
鞭ム

チ

や
ぶ
と
て

昔
将
監
の
鞭ム

チ

を
突ツ

キ

立
名
残
を
惜

ヲ
シ
マ
れ
し
処
が
今
篁

タ
ケ
ム
ラと
な
れ
る
由
。

こ
の
頃
大
蛇
栖ス

マ
イす
る
よ
し
。
矢
倉
天
守
の
址
平
に
し
て
此
処
よ
り
高

草
一
円
風
景
無
双
な
り
。
近
辺
の
高
峯
天
外
に
秀
た
り
。

千
世
ま
で
と
鞭ム

チ

は
繁シ

ゲ

れ
ど
打
つ
け
に

捨
に
し
君
の
こ
と
お
し
ぞ
お
も
ふ

同
岩
本
　
葛ツ

ヾ
ラ籮
尾
砦
　
　
是
も
将
監
の
仮
城
の
墟
な
り
。
箕
上

よ
り
此
処
に
遷ウ

ツ

り
三
年
に
し
て
秀
吉
公
の
為
に
落
城
。
今
僅
に
其

釣
ノ

山
　
吉
祥
寺

長
谷
寺
観
音

横
枕
朝
日
寺

菖
蒲
座
光
寺
山

　
山
腹
行
平
松
。イ
サ
リ
松
ト
モ
。
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同
　
松
上
大
明
神

徃
古
の
宮
地
ハ
後
峯
な
り
。
今
高
松
上
と
云
。
今
の
地
に
下
山
ハ
天
保
年

間
よ
り
ハ
千
五
百
余
年
。
鐘
ハ
大
化
元
と
建
武
元
と
な
り
。
近
県
の

大
社
な
り
。
卯
月
朔
日
祭
礼
。
山
中
社
家
民
屋
と
も
に
土
壁
を
禁

止
す
。
神
の
た
ゝ
り
あ
る
由
。
山
ハ
巍
々
と
し
て
松
柏
鬱
茂
た
り
。

朝
日
さ
す
松
が
上
な
る
神
垣
に

田
鶴
と
見
え
し
は
白
幣ニ

ギ
テな

り

同
　
砂
見
布
引
の
瀑
布

干カ
ン
バ
ツ魃
に
も
水
勢
の
涸

カ
レ
ル
コ
ト

な
く
常
に
細
布
を
流
る
如
く
水
碧ヘ

キ
ガ
ン岩
を
走
る
。

奇キ
ガ
ン岩
雲
外
に
秀ヒ

イ

で
緑
樹
森
々
と
し
て
絶
景
無
双
な
り
。

我
も
此
滝
の
は
た
に
や
お
り
て
見
む

音
も
す
ゞ
し
き
白
糸
の
わ
ざ

多
地
見
峠

山
名
家
十
一
代

山
名
弥
次
郎
殿

永
禄
年
中
武
田

又
五
郎
反
逆
之
時

此
阪
而
合
戦
。
終

自
殺
。
途
ヨ
リ
東

山
手
ニ

埋
。
不
思
ギ

有
テ
後
西
山
ニ

遷

シ

八
幡
宮
ト

改
崇
。

本
高
村
氏
神
也
。

砂
見
布
引
飛
泉

松
上
社
頭

吉
岡
箕
上
山

吉
岡
将
監
城
墟



47

翻刻『無駄安留記』高草郡

又
家
老
某
河
原
村
端バ

シ

の
絶ホ

キ
ノ
ミ
チ

巌
途
に
出デ

バ
リ張

し
敵
兵
を
防

フ
セ
ギ                                

戦タ
ヽ
カふ

。
幼ヨ

ウ
シ
ユ主

を
勧ス

ヽ

め
て
城シ

ロ

を
遁ノ

ガ
レ
サ去

ら
し
む
。
幼
高
信
嫡主

従ジ
ウ
シ
ヤ者

僅ワ
ヅ
カに

て
玉
津
城
を
落ヲ

チ
サ
リ去

同
郡
松
上ガ

ミ

の
神カ

ン
ヌ
シ職

　
　
氏
ニ

竊ヒ
ソ
カに

客カ
ク
キ
ヨ居

す
。
夫
よ
り
後ノ

チ

都ミ
ヤ
コに

上ノ
ボ

り
織ヲ

ダ田
信
長ナ

ガ

に
倚イ

頼ラ
イ

す
る
由
○
又
玉
津
と
猪イ

ノ

子コ

と
の
間
田デ

ン
ホ圃

中
に
陶ウ

ツ
ワ器

数ス
ヒ
ン品

埋ウ
ヅ

ミ
あ
り
。
人
之
を
掘ホ

リ

取ト

れ
バ
瘧

ギ
ヤ
ク

を
病ヤ

む
と
云
伝
ふ
。
先セ

ン
ネ
ン年

猪イ

子ノ
コ

の
某
暴ボ

ウ
ゲ
キ虐

な
る
者
彼カ

ノ

物
を
掘ホ

リ

取
て
帰カ

ヘ

る
。
半ハ

ン
ト途

に
て
大

熱ネ
ツ

を
発ハ

ツ

し
戦

フ
ル
ヒ
ヲ
ノ
ヽ
ク

慄
す
る
甚

ハ
ナ
ハ
ダし

、
拠ヨ

リ

て
大
に
恐ヲ

ソ
レ懼

し
罪ツ

ミ

を
悔ク

ヤ

び
之
を
返カ

ヘ

し
て
素モ

ト

の
如
く
埋

ウ
ズ
ミ
ヲ
ホ
フ

覆
す
。
従コ

レ
ヨ
リ是

衆ミ
ナ

恐ヲ
ソ

れ
て
敢ア

ヱ

て

掘
も
の
な
し
。
是
武
田
一
族
滅
亡
の
時
の
物
な
り
。

○
高
草
郡
秋
里
大
橋
ハ
邑
美
高
草
往
来
の
途ミ

チ

な
り
し
。
是
布
施
城
へ

通
路
豊
公
来
伐
の
時
迄
ハ
在
之
由
。（
以
下
略
）

○
雁ガ

ン
ヅ津
ハ
高
草
郡
徳
吉
の
前
を
云
。
昔
ハ
此
村
名
鶴ツ

ル

田
と
云
し
に
頼ヨ

リ

て
斯

云
な
ら
ハ
し
た
る
が
今
ハ
新
田
と
な
り
て
其
さ
ま
変カ

ワ
リ革
た
り
。

○
高
草
郡
長ハ

セ谷
邑
市
良
右
衛
門
家
の
所
持
ニ

テ
同
山
畑
ニ

松
根
を
掘

し
が
大
平
石
を
穿

ウ
ガ
チ

出
す
。
是
よ
き
石
な
り
。
取
て
橋
に
せ
ん
と
引
起
す
に

怪ア
ヤ

し
や
下
に
古コ

ケ
ツ穴
あ
り
。
蓋フ

タ

石
の
裏ウ

ラ

又
中
に
も
朱
つ
い
て
赫セ

キ
セ
キ々

た
り
。
驚

ヲ
ド
ロ
キ

て
衆

ミ
ナ
ミ
ナに
語
る
。
よ
り
て
皆
々
徃
て
窺

ウ
カ
ヾ
ふ
に
古
墳ヅ

カ

な
り
。
底ソ

コ
ニ

ハ
朱
二
三
部ブ

も
在
。

皆
云
是
武
将
の
墓ハ

カ

な
ら
ん
と
。
即
時
に
素モ

ト

の
如
く
し
埋ウ

ズ

ミ
高
く
垣ガ

キ

築ツ
キ

上
に
秀ホ

コ
ラ倉
を
建タ

テ
ヲ
キ置
祭マ

ツ

り
し
故
障サ

ワ
リな
し
と
。

　【
拾
遺
巻
】

○
穴ケ
ツ
キ
ヨ居

址
。
当
国
所
々
に
在
リ

。（
中
略
）

  

高
草
郡
妙
徳
寺
村
山
麓
箕ミ

ノ

上
山
裾ス

ソ
ニ

も
方
七
八

畳デ
ウ

敷
の
竅
あ
り
。
又
所
々
に
小
竅ア

ナ

ハ
数
々
あ
り
。
皆
上
代
人
居ス

ミ
カ住

せ
し
処

な
り
。
頼ヨ

リ

て
山ヤ

マ
ア
ト跡

ヤ
マ
ト

の
称
あ
る
と
。
古
書
に
見
へ
た
り
。
皆
平
石
の
蓋
を
覆ヲ

ホ

ふ
た
り
。（
後
略
）

○
高
草
郡
玉タ

マ
ヅ津
ノ

城
址
鵯
尾

ト
云
。
是
天
正
の
頃コ

ロ

武
田
又
三
郎
在
城
後                

兄
高
信
モ

同
住
居
ス
。
于
時
八
上
郡
曳ヒ

ケ
タ田
ノ

郷ガ
ウ

散サ
ヌ
キ岐

水ミ
ヅ
ヲ尾
ノ

城
主
某
武
田

一
族

武
田
高

信
を
招マ

ネ

く
。
大
義
寺
に
宴ヱ

ン

を
設モ

ウ

け
る
時
に
高
信
徃ユ

イ

て
筵ヱ

ン

に
着ツ

き
暫

シ
バ
ラ
クし
て
厠

カ
ワ
ヤ
に
ゆ
く
。
壁カ

ベ

外
よ
り
鑓ヤ

リ

を
入
て
高
信
を
害ガ

イ

す
。
是

咸ミ
ナ

山
名
家
の
股コ

コ
ウ肱
の
臣
な
り
し
も
終ツ

イ

に
毛
利
家
の
臣シ

ン

吉
川
式

部
少
輔
　
　
が
謀

ハ
カ
リ
ゴ
ト計
ニ

て
反

カ
ヘ
ツ
て
甥ヲ

イ

を
し
て
伯ヲ

ヂ父
高
信
を
滅ホ

ロ
ボ
サ亡

せ
し
む
。
高
信
か
従
者
門
外グ

ハ
イ
ニ

て
之
を
覚サ

ト

り
撞ツ

キ

入イ
レ

ど
も
衛マ

モ
リ
シ士
支サ

ヽ

へ
て
不イ

レ
ザ
リ入
し
か
ば
従ジ

ウ
シ
ヤ者
無ム

ネ
ン念
な
が
ら
立
帰カ

ヘ

る
途
玉
津
と
猪
ノ
子

ノ
間
田
畔
ニ
墓

ア
ル 

此
処
に
て
皆
自ジ

サ
ツ殺
し
て
死
す
。
其
処
に
数ス

ウ

墓ボ

于
ニレ

今イ
マ

残
れ
り
。

高
信
ハ
山
名
家
ニ

て
豪ガ

ウ
ケ
ツ傑
な
り
し
由
。
位
牌ハ

イ

ハ
大
義ギ

寺ジ

に
有
。

【
拾
遺
六
二
表
】

【
拾
遺
六
五
表
】

【
拾
遺
八
四
裏
】

【
拾
遺
八
五
表
】

【
拾
遺
八
六
表
】

同
　
高
草
郡
玉
津
城
墟
鵯
尾
ト

云

　
　
　
　
武
田
又
三
郎
在
城


